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一
年
に
一
度
、
三
女
神
が
御
揃
い
に
な
り
、
御
神
威
新
た

に
斎
行
さ
れ
る
秋
季
大
祭
。
台
風
も
接
近
し
て
お
り
天
候
が

心
配
さ
れ
た
が
、
辺
津
宮
へ
三
女
神
が
入
御
さ
れ
て
か
ら
は

天
候
に
恵
ま
れ
全
て
の
御
祭
り
が
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
た
。

,
I
i
i
み
あ
れ
祭
（
海
上
・
陸
上
神
幸
）

午
前
八
時
三
十
分
、
降
雨
の
な
か
大
島
・
中
津
宮
に
て
出

御
祭
を
斎
行
。
沖
津
宮
と
中
津
宮
の
御
神
璽
を
神
輿
に
奉
安
、

疇
[
[
こ

□
]
国

季
大
祭

斎
行

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
閂
叫
閏

れ
着
を
着
て
お
参
り
を
す
る
七
五
三
詣
で
、

こ
れ
ま
で
無
事
に
育
っ
て
き
た
こ
と
に
対
す

る
感
謝
と
今
後
の
守
護
を
祈
願
す
る
人
生

儀
礼
の
―
つ
で
あ
る
マ
七
五
三
の
起
源
と
な
っ

た
祝
い
は
、
鎌
倉
時
代
の
公
卿
や
武
家
の
間

で
の
髪
置
、
平
安
時
代
の
貴
族
の
間
で
の
袴

着
、
室
町
時
代
の
帯
結
び
の
三
つ
で
、
い
ず

れ
も
子
供
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
身
な
り
を

改
め
る
も
の
で
あ
っ
た
烹
江
戸
時
代
に
入
る

と
庶
民
の
間
に
広
ま
り
、
三
歳
の
男
女
が
髪

置
、
五
歳
の
男
が
袴
着
、
七
歳
の
女
が
帯
び

結
び
を
行
い
、
参
拝
の
日
が
十
一
月
十
五
日

と
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
十
一
月
は

収
穫
を
感
謝
す
る
新
嘗
祭
の
あ
る
月
で
、
そ

の
十
五
日
は
旧
暦
で
満
月
で
あ
り
、
大
事
な

月
の
満
月
の
日
と
し
て
、
こ
の
日
が
選
ば
れ

た
の
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
入
る
と
神
社
へ

の
参
拝
が
中
心
と
な
り
、
現
在
の
よ
う
な

七
五
三
の
祝
い
が
定
着
し
た
烹
女
産
を
祈
願

し
て
、
無
事
に
出
産
し
た
こ
と
を
初
宮
参
り

で
神
前
に
奉
告
し
、
さ
ら
に
そ
の
子
供
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
を
神
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
る
守
護
を
祈
願
す

る
こ
と
が
七
五
三
の
意
義
で
あ
る
。
ま
た

子
供
の
こ
の
年
齢
は
医
学
的
に
も
発
育
の

節
自
に
あ
た
る
。
病
気
に
も
か
か
り
や
す

い
時
期
に
健
や
か
な
る
成
長
を
祈
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
自
然
な
親
心
の
あ
ら
わ

れ
で
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。
（
神
） 宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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の
御
座
船
に
続
い
て
船
団
を
ニ
―
―
女
神
は
お
揃
い
に
な
ら
れ
一
日
疇

“
-
I
]

形
成
、
波
高
の
中
、
し
ぶ
き
一
神
湊
港
に
て
駐
賛
祭
が
行
わ
こ
流
鏑
馬
神
事
宗
像
大
社
氏
子
会
一
◆
御
長
手
棒
持
・
提
灯
行
列

を
あ
げ
な
が
ら
玄
界
灘
を
勇
：
れ
た
。
天
候
は
徐
々
に
回
復
：
主
基
地
方
風
俗
舞
◎
海
上
神
幸
奉
仕
一
玄
海
小
・
中
学
校
生

海
洋
神
事
奉
賛
会
（
会
長
・
中
村
忠
彦
）
一
◆
陸
上
神
幸
実
行
委
員
会

壮
に
神
幸
し
た
。
約
一
時
間
：
し
予
定
通
り
神
湊
郵
便
局
ま
―
二
日
は
朝
か
ら
晴
天
と
な
◆
沖
津
宮
御
座
船
大
安
丸
]
玄
海
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
、

（
鐘
崎
）
船
長
大
庭
和
成
一
津
加
計
志
神
社
総
代
、
宗
像
・
沖
ノ
島
世

◆
中
津
宮
御
座
船
第
二
大
福
丸
一
界
遺
産
市
民
の
会
、
玄
海
地
区
交
通
安
全

を
か
け
神
湊
港
沖
に
到
着
す
一
で
陸
上
神
幸
が
行
わ
れ
、
そ
：
り
、
八
時
よ
り
神
門
前
に
て

る
と
、
各
供
奉
船
が
御
座
船
丁
れ
よ
り
先
は
車
に
て
辺
津
宮
こ
流
鏑
馬
神
事
の
奉
納
が
あ
り
（
大
島
）
船
長
古
賀
健
ニ
一
協
会
、
神
湊
盆
踊
り
保
存
会
、
宗
像
市
消

◆
沖
津
宮
先
導
船
第
三
曙
丸
一
防
団
、
宗
像
市
、
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

の
周
り
を
周
回
し
宗
像
七
浦
一
第
一
鳥
居
ま
で
御
座
車
に
よ
一
地
上
約
八
メ
ー
ト
ル
の
的
に
（
神
湊
）
船
長
吉
武
義
成
｀
》
主
基
地
方
風
俗
舞

の
各
母
港
へ
と
帰
港
し
た
。
：
る
神
幸
を
行
っ
た
。
多
く
の
二
騎
手
が
矢
を
射
る
と
参
拝
者
◆
中
津
宮
先
導
船
新
栄
丸
i
〈
舞
方
〉
松
井
実
、
松
井
徳
一
郎

（
津
屋
崎
）
船
長
井
ノ
上
靖
基
一
深
田
図
之
、
深
田
誠

沖
中
の
二
隻
の
御
座
船
は
辺
]
参
拝
者
に
迎
え
ら
れ
、
葦
津
丁
か
ら
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
て
◆
花
火
船
生
漁
丸
一
〈
歌
方
〉
中
野
正
徳
、
中
野
久
志

（
大
島
）
船
長
上
野
美
実
i
吉
田
光
利
、
清
水
陽
介

ノ
◆
報
道
船
み
た
け
一
森
勝
紀

津
宮
の
御
神
璽
が
待
機
す
る
二
呂
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
辺

□
い
た
。
十
一
時
か
ら
の
例
祭

神
湊
港
へ
入
港
、
一
年
ぶ
り
に
こ
津
宮
入
御
祭
を
斎
行
し
た
。
二
C
は
福
岡
県
神
社
庁
宗
像
支
（
大
島
）
船
長
遠
藤
英
樹

□
流
鏑
馬
神
事

◎
陸
上
神
幸
奉
仕
i
世
話
係
坂
口
好
之

扁
の
献
幣
使
、
宮
地
嶽
神
社
◆
御
座
車
~
奉
仕
者
柴
垣
裕
司
、
蒋
田
浩
＿

凪
幣
使
、
氏
子
奉
幣
使
に
も
西
久
大
運
輸
倉
盾
株
式
会
社
一
河
野
暁

株
式
会
社
新
出
光
二
〗
氏
子
奉
幣
使

]
参
向
頂
き
斎
行
。
主
基
地
方
宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会
i
金
橋
邦
勝
（
宗
像
市
）

宗
像
観
光
協
会

□
3
翁
舞

◆
先
導
車
i
喜
多
流
狩
野
了
一
氏
以
下
同
門
下
中

二
風
俗
舞
が
奉
奏
さ
れ
た
。

宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会
i
谷
川
凛
、
森
美
由
紀

·
,
1
L
一
宗
像
観
光
協
会
：
浦
安
舞

扇
舞
・
浦
安
舞
宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団
一
吉
積
麻
衣
、
中
野
い
づ
み

一
十
一
時
よ
り
総
社
祭
斎
◆
供
奉
車
二
◎
献
茶
祭

宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団
一
南
坊
流
・
ニ
代
目
洗
心
庵
．

日
。
喜
多
流
に
よ
る
翁
舞
が
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
i
瀧

□
宗
芳
同
社
中

｀
奏
さ
れ
た
後
、
地
元
の
中
◆
大
島
鼓
笛
隊
奉
仕
二
◎
高
宮
神
奈
備
祭
奉
仕

大
島
小
学
校
児
童
一
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

こ
学
校
の
女
子
生
徒
四
名
に
よ

：
る
浦
安
舞
が
奉
奏
さ
れ
た
。
一
心
庵
・
瀧
口
宗
芳
氏
以
下
同
一

玩
典
終
了
後
、
奉
仕
神
職
は
：
社
中
に
よ
る
献
茶
祭
が
斎
行
一

二
＝
回
宮
、
第
二
宮
、
第
三
宮
、
雙
さ
れ
、
見
事
な
御
点
前
が
披
一

癸
一
像
護
国
神
社
に
分
れ
秋
の
御
一
露
さ
れ
た
。

徊
こ
示
り
を
斎
行
し
た
。
十
四
時
二
高
宮
神
奈
備
祭
」
悠
久
舞
奉
奏
一

｛
か
ら
は
南
坊
流
・
ニ
代
目
洗
一
午
後
六
時
、
秋
季
大
祭
の
一
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無
事
の
斎
行
を
感
謝
し
、
更
二
し
温
習
し
た
当
大
社
巫
女
が
、
：
ま
っ
た
参
列
者
達
は
感
動
の

な
る
神
威
の
無
窮
を
祈
念
す
丁
大
祭
を
締
め
括
る
に
相
応
し
]
様
子
で
三
日
間
に
亘
る
秋
季

る
高
宮
神
奈
備
祭
を
高
宮
祭
：
く
見
事
に
悠
久
の
舞
を
奉
奏
丁
大
祭
が
盛
大
に
幕
を
閉
じ
た
。

場
に
て
斎
行
。
一
年
を
掛
け
二
9

る
と
、
浄
闇
の
祭
場
に
集

□
J
こ
に
秋
季
大
祭
に
御
奉
仕

脅
J
二
頃
い
た
皆
様
方
に
書
面
を
以
っ

二
L

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

県年行米年神
内会さ事協田十
各々れ業議に月

神息日開貪贔責
[ ：、奇晶賃冒嘉
は氏事穀氏像

青じ子が献子大
年め青斎供青社
............................................................... 

四見言塁儡当；愈
てを神神 事きも年‘参御に日四員
い奉宮社こ終で多参稲加祓て十名と
る献に持の了進く加刈者ぃ神ーが子
゜す初ち神しみ‘さり全し職時参供
ベ穂回事た‘慣れを員たが三加
／ぐ祈りは。神れて開で後稲十した
g夏盈塁 胃拿羞‘始冒霞畠分だ：
れ—勢各 無付方毎にを列神 勢

福
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会

神
宮
新
穀
献
供
米
稲
刈
り
神
事
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沖
・
中
両
宮
秋
季
大
祭

S

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
斎
行
s

七五三詣のこ案内
ご無宗
加事像
護に大
を成神
祈長様
＇願出に
す来生
るたを
人こ受
生とけ
儀をて
礼感か
で謝ら
すし今
°将日
来ま
ので

; I 
--•- 1 

◆年齢 3歳の男女児、
5歳の男児、 7歳の女児
◆期間 1 1 月末迄
◆初穂料 1 人 5,000円
◆授与品
御守、御幣、千歳飴ほか

4
丁
れ
た
。
午
後
五
時
、
沖
津
宮
一
に
宮
司
・
奉
幣
使
・
参
列
者
が
こ
空
ま
れ
た
。

]
遥
拝
所
、
中
津
宮
に
於
い
て
こ
合
々
玉
串
拝
礼
を
行
い
、
祭
一
大
祭
準
備
に
連
日
御
奉
仕

虞
一
宵
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
、
あ
く
典
は
厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
二
頂
き
ま
し
た
沖
・
中
両
宮
奉

日
ふ
：
る
日
の
大
祭
の
無
事
斎
行
を
一
午
後
一
時
三
十
分
、
秋
空
二
賀
会
（
会
長

1
1

沖
西
敏
明

患
十
月
十
四
日
・
十
五
日
の
一
り
島
全
体
を
挙
げ
て
の
大
祭
二
釘
念
し
た
。
二
の
下
恒
例
の
「
奉
納
演
芸
大
二
氏
）
、
同
翼
賛
会
（
会
長

1
1遠

生
日
、
筑
前
大
島
に
於
い
て
丁
こ
な
る
。
又
、
神
賑
行
事
と
一
翌
十
五
日
、
好
天
の
な
か
：
会
」
が
開
催
。
子
供
達
に
よ
る
二
膝
三
保
氏
）
、
同
敬
神
婦
人
部

8
i
 

2

へ
成
一
沖
津
宮
・
中
津
宮
の
秋
季
大
了
し
て
島
内
の
各
地
区
団
体
よ

□
沖
津
宮
遥
拝
所
に
て
沖
津
宮
丁
太
鼓
や
ダ
ン
ス
、
各
地
区
か
ら
二
部
長

1
1河
辺
恒
子
氏
）
を
始

i
祭
が
厳
粛
且
つ
盛
大
に
斎
行
一
り
演
芸
奉
納
も
あ
り
、
毎
年
二
秋
季
大
祭
、
大
島
の
最
高
峰
こ
は
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
等
が
披
露
□
め
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
島

平
i一

さ
れ
た
。
二
盛
大
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
御
嶽
山
に
鎮
座
す
る
御
嶽
神
：
さ
れ
、
秋
澄
む
境
内
は
神
人
丁
内
氏
子
の
皆
様
に
、
心
よ
り

一
こ
の
大
祭
は
旧
暦
の
九
月
一
十
四
日
、
早
朝
よ
り
沖
・
一
社
に
て
秋
祭
、
宮
崎
地
区
で
二
和
楽
の
笑
い
と
歓
喜
の
声
に
一
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
十
五
日
に
斎
行
さ
れ
、
漁
村
一
中
両
宮
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
、
二
厳
島
神
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、

象
一
で
あ
る
大
島
は
漁
止
め
と
な
二
同
敬
神
婦
人
部
の
ご
奉
仕
に
一
神
職
が
各
斎
場
其
々
滞
り
な

よ
り
社
殿
や
：
＜
執
り
行
わ
れ
た
。

]
―
境
内
の
装
飾
、
一
午
前
十
一
時
、
地
元
島
民

U
N

又
中
津
宮
本
：
を
始
め
遠
近
の
篤
信
者
多
数

M
 

殿
東
側
に
は
こ
参
列
の
も
と
、
中
津
宮
秋
季

宗

秋
季
奉
納
演
丁
大
祭
が
斎
行
。
宮
司
が
国
家
・

芸
大
会
の
舞
二
呈
室
の
弥
栄
を
祈
念
す
る
祝

台
が
設
置
さ
一
詞
を
奏
上
し
、
次
い
で
島
民

を
代
表
し
て
、

奉
幣
使
の
里

口
健
氏
が
奉

幣
詞
を
奏
上

し
た
。
続
い
て

巫
女
が
神
楽

「
浦
安
の
舞
」

を
奉
奏
し
、
次

＇製よ菊花大会
毎年、 11 月 1 日から開催される

菊花展。九州各県、山口の菊花愛

好家から出品された様々な菊の花

約3000鉢が境内に展示され、西

日本一の規模を誇ります。

◆会期
平成28年 11 月 1 日（火）～ 22日（火）
◆時間終日
◆会場宗像大社境内
◆拝観料無料
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全を 名の一県千
国御献余同円下家十
各供茶が門のは献月
地すと当会茶勿茶十
でるは大始道論祭七
神儀神社めにのを日

農塁 ;1 冒 9 事胃直
茶ぁ仏し者む西°例
をりにナこ六和日福の

---'呻供、茶。百装本岡表
不得遷璽ミこコこニニコ芦辛ごー一—..............................................................................................

定本会株以仕十 匠献け而そし千家納以翁産復昭表さ
の殿は式下神一当が茶継妙のた利はさ降の創興和千れ

農雀威喜閂職：且胃累靡亨塁§[ [ [ ] ] :>[9:) 
ぞ； ：寮:it冒裏］羹宏撼デ攀窃：窪点素;:〖玉祭ぞ祓‘光若員のだ員本匠十伝理初‘よま光出像献社
典れの同興宗に午 若年に四ぇ想祖表りり佐光大胄で
が所後門産匠奉前 宗の受代、と．千奉、三興社、の
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

福名げ会ーは 祭串事介式主れ手の濃 な前紗端殿の千見 斎
の品ら席閏副献典を務氏会‘たに調茶暫眼をさ坐に儀宗口斎行
ーをれー 席茶は奉長‘社若。ょべ·し差大ば‘設が員｝：主さ
悶鑑た e 巴雇祭門莫鈴同名宗献り閾薄のし勢き切け執若のれ
楽賞掛席 さ終価し木門誉問茶御れ茶後でのも柄らり宗祝t~
しし軸し斎れ了、之‘て益会ム の神 の、見参鮮杓れ行匠詞

貪嘉虚茶讐靡後終豆面昌旦関門農畠頁皐贄塁累摩盆［且’
：ら道席ー式参［時氏県出興後奉神がら芯はに許炉たるに
‘具に同殿列ナこ間が支光産、献職雅れtつ真御、前゜献讐
至の掲門の者。の玉部昭株斎さの楽た勺剣点獣に拝茶、

一宗
像
国
際
環
境
一
0
0

人
会
議

「
宗
像
宣
言
』
を
j
-
)

環
境
省
・
ユ
ネ
ス
コ
ヘ
提
出

十
月
五
日
、
宗
像

国
際
環
境
一
0
0
人

会
議
の
「
宗
像
の
森

里
川
海
か
ら
世
界
へ

2
0
1
6

宗
像
宣
―
―
-
n」

（
先
月
号
全
文
掲
載
）

を
谷
井
博
美
宗
像
市

長
、
小
林
正
勝
氏
、

当
社
宮
司
等
で
環
境

省
へ
出
向
き
、
山
本

公
一
環
境
大
臣
、
関

芳
弘
環
境
副
大
臣
へ

提
出
。
ま
た
あ
わ
せ
て
日
本
一

ユ
ネ
ス
コ
協
会
へ
も
提
出
し
海
一

外
へ
は
日
本
ユ
ネ
ス
コ
よ
り
本
一

部
へ
届
け
て
頂
け
る
よ
う
に
[

な
っ
た
。

ま
た
、
宗
像
で
行
っ
て
い
る
一

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
報
告
一

を
し
、
環
境
省
へ
の
陳
情
を
一

終
え
た
。
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I 馬の腰の部分を飾る金錆製歩揺付霊珠。 1 

こ
館
館
内
な
ら
び
に
境
内
（
屋

；
外
）
に
国
内
外
で
活
躍
中
の
写

二
具
家
増
浦
行
仁
氏
の
写
真
を

こ
展
示
し
、
辺
津
宮
境
内
全
体

宗
像
大
社
で
は
、
特
別
展
二9
ぐ
っ
た
貴
重
な
品
々
一
万
」
展
示
だ
ろ
う
。
通
常
は
八
面
：
を
美
術
作
品
と
し
て
表
現
し

「
宗
像
・
沖
ノ
島
大
国
宝
展
」
ニ
ハ
千
三
百
点
を
、
神
宝
館
の
」
程
度
の
展
示
だ
が
今
回
は
二
し
い
る
。
見
ど
こ
ろ
は
満
載
、

を
開
催
し
て
い
る
。
世
界
遺
-
―
階
ー
三
階
全
フ
ロ
ア
ー
で
―
[
四
十
五
面
と
膨
大
な
数
で
あ
：
み
な
さ
ま
の
興
味
の
ま
ま
に

産
推
薦
候
補
「
神
宿
る
島
」
」
堂
に
展
示
し
て
お
り
、
こ
れ
：
る
。
多
彩
な
鏡
の
集
合
展
示
こ
目
由
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
こ
ま
で
に
な
い
圧
倒
的
な
規
模
：
も
神
々
し
い
。
本
邦
初
公
開
：
る
だ
ろ
う
。

じ
ゅ
う
も
ん
た
い
ほ
う
か
く
き
く

群
の
価
値
を
再
認
識
し
て
も
丁
こ
な
っ
て
い
る
。
丁
こ
し
て
、
獣
帯
文
方
格
規
矩
こ
ほ
と
ん
ど
公
開
し
て
い
な
い
一
本
展
覧
会
で
、
沖
ノ
島
で

＂
し
し
ん
き
ょ
う
・
め
の
う
だ
ま
＂

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
本
一
会
場
に
入
り
最
初
に
目
を
孟
四
神
鏡
〈
伝
沖
ノ
島
出
土
品
〉
：
色
鮮
や
か
な
瑶
瑞
玉
と
真
珠
：
執
り
行
わ
れ
た
大
和
朝
廷
の

ち
ゅ
う

展
で
は
、
約
八
万
点
の
国
宝
二
専
う
は
、
巨
大
な
ケ
ー
ス
一
面
：
と
、
紐
（
中
央
の
丸
い
突
起
）
と
二
土
、
こ
れ
ま
で
で
最
多
の
展
示
二
国
家
祭
祀
の
意
義
や
、
国
宝

ほ
よ
う
つ
き
う
＂

沖
ノ
島
神
宝
の
中
か
ら
選
り
こ
に
整
然
と
堂
々
と
並
ぶ
鏡
の
：
そ
の
周
辺
の
破
片
〈
十
八
号
遺□数
と
な
る
金
銅
製
歩
揺
付
雲
二
り
神
宝
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
本

跡
出
土
〉
を
初
め
て
接
合
し
た
こ
沐
二
十
五
点
も
必
見
で
あ
る
。
二
米
の
美
と
趣
に
せ
ま
り
、
古

形
で
十
八
号
遺
跡
出
土
の
鏡
ニ
二
階
展
示
室
で
は
、
つ
い
に
沖
：
代
の
人
々
の
敬
虔
な
祈
り
に

と
し
て
公
開
し
て
い
る
。
こ
れ

□
ノ
島
神
宝
を
代
表
す
る
金
製
二
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
け
れ

ら
は
、
当
大
社
と
奈
良
県
立
：
指
輪
が
登
場
す
る
。
千
五
百
二
ほ
幸
い
で
あ
る
。

橿
原
考
古
学
研
究
所
の
鏡
の
こ
ヰ
前
の
黄
金
の
輝
き
を
目

共
同
調
査
の
際
に
接
合
が
確
こ
に
す
れ
ば
、
誰
も
が
沖
ノ

認
さ
れ
1

個
体
で
あ
る
こ
と
：
島
の
神
秘
や
神
宝
の
荘
厳

が
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
：
さ
に
魅
了
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

二
階
で
は
、
沖
ノ
島
神
宝
の
主
」
展
示
の
最
後
を
飾
る
奈
良

要
な
品
で
あ
る
煙
び
や
か
な
ニ
二
彩
小
壺
の
た
お
や
か
な

こ
ん
ど
う
せ
い
り
ゅ
う
と
う
た
か
は
た
~

金
銅
製
龍
頭
と
金
銅
製
高
機
ニ
ノ
ォ
ル
ム
、
美
し
い
色
彩
も

が
、
中
央
の
広
い
空
間
に
静
か
二
兒
逃
せ
な
い
。

に
浮
か
び
あ
が
る
か
の
ご
と
]
さ
ら
に
、
今
回
、
画
期

く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
普
段

□的
な
試
み
と
し
て
、
神
宝

沖
ノ
島
出
土
神
宝
を
一
挙
公
開

「
宗
像
・
沖
ノ
島
大
国
宝
展
」
好
評
開
催
中



7 第669号（毎月 1 日発行） ・一宗 ~u凡邸犯像 平成28年 1 1 月 1 日火曜日

e
o
o
e
 

＂
祖
母
鯛
茎
ヒ
v
]

帽
極
幽
一

十
月
二
日
、
辺
津
宮
本
殿
]
舞
踊
を
学
ひ
、
流
麗
で
大
き

に
て
舞
踊
家
浅
野
瑞
穂
氏
：
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
の

ほ
か
生
徒
三
十
名
に
よ
っ
て
二
瑞
穂
舞
」
を
創
始
さ
れ
た
。

舞
が
奉
納
さ
れ
た
。
昨
年
：
そ
の
優
雅
で
繊
細
な
表
現
は

は
中
津
宮
、
沖
津
宮
遥
拝
所
二
品
く
評
価
さ
れ
海
外
公
演
を

で
も
舞
を
奉
納
さ
れ
て
い
丁
含
む
数
々
の
舞
台
公
演
を
行

丁
わ
れ
て
い
る
。
脚
本
家
故
・

浅
野
氏
は
、
神
楽
を
始
め
二
巾
川
森
一
氏
に
よ
っ
て
シ
ナ
リ

と
す
る
日
本
の
伝
統
舞
踊
丁
ォ
化
さ
れ
た
ド
ラ
マ
テ
ッ
ク

に
加
え
、
中
国
古
典
・
民
族
：
古
事
記
（
出
演
真
矢
ミ
キ
氏
）

ヘ
ー
に
も
出
演
さ
れ
て
い

r

奉
納
終
了
後
に
は
、

宗
像
市
長
谷
井
博
美

氏
が
浅
野
氏
を
「
む

な
か
た
応
援
大
使
」

に
任
命
し
た
。

十
月
三
日
、
デ
ュ
ー
ク
更
一
誘
わ
れ
多
く
の
参
拝
者

家
氏
に
よ
っ
て
中
津
宮
・
辺

□か
奉
納
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

津
宮
ヘ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
奉
納
こ
参
加
し
て
い
た
。

さ
れ
た
。
氏
は
、
気
功
や
運
＂

動
生
理
学
、
武
道
、
ヨ
ガ
等
一

を
学
び
独
自
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
一

グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
確
立
さ
一

れ
、
現
在
は
モ
ナ
コ
に
も
拠
点
[

を
構
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
一

世
界
中
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
一

辺
津
宮
の
奉
納
で
は
、
軽
一

妙
な
デ
ュ
ー
ク
氏
の
喋
り
に
一

十
月
十
五
日
正
午
よ
り
辺
一
ラ
ン
ギ
ル
バ
ー
ト
氏
に
よ
る
：
し
た
二
百
名
に
上
る
聴
衆
は

津
宮
本
殿
に
て
バ
イ
オ
リ
ン
[
『
m
m
c
j
』
を
は
じ
め
と
す
る
：
そ
の
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い

奏
者
朝
来
桂
一
氏
に
よ
る
二
国
内
外
の
音
楽
祭
に
出
演
さ
丁
た
。

奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
丁
れ
て
い
る
。

2
0
1
5

年
全

氏
は
、
東
京
芸
術
大
学
音
二
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
映
画
「
マ

楽
学
部
器
楽
科
バ
イ
オ
リ
ン
：
エ
ス
ト
ロ
！
」
（
出
演
る
四
田

専
攻
を
卒
業
さ
れ
、
こ
れ
ま
こ
敏
行
、
松
坂
桃
李
）
に
も
バ

で
に
米
国
ア
ス
ペ
ン
音
楽
祭
・
一
イ
オ
リ
ン
奏
者
と
し
て
劇
場

別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
・
冨

m
演
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
ド
ベ
ル
ク
記
念
音
楽
一
当
日
、
演
奏
さ
れ
た
曲
は
、

祭
・
指
揮
者
大
友
直
人
・
ア
ニ
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲
」
で
参
集
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宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

~
i
乙
匪

俳
句

咋
ば
西
集

[
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

i
―
雨
で
に
よ
き
に
よ
き
と
茎
立
ち
て
庭
の
あ
ち
こ
ち
彼
岸
花
咲
く

一
彼
岸
花
の
曾
と
茎
の
現
れ
方
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
。
以
前

]
咲
い
た
場
所
を
覚
え
て
い
な
い
と
驚
く
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
i
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

人
生
は
歩
む
影
と
や
旅
に
出
て
身
辺
整
理
す
行
先
何
処
五

4
レ
ン
ジ
の
朝
日
蛇
口
に
反
射
し
て
九
月
の
朝
は
ゆ
る
り
と
進
む

最
近
、
終
活
が
話
題
に
な
る
が
、
作
者
は
終
活
を
心
の
旅
だ
と
]
感
覚
的
な
歌
。
日
の
出
が
遅
く
な
り
、
朝
の
時
間
が
な
か
な
か

感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
何
処
と
詠
ん
で
い
る
が
、
ど
こ
に
も
一
進
ま
な
い
と
感
じ
る
作
者
か
。
朝
日
の
色
か
ら
考
え
る
と
割

行
か
な
く
て
も
旅
な
の
だ
ろ
う
。
二
に
早
い
時
間
だ
ろ
う
。

~
宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
i

こ
車
椅
子
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
グ
ビ
ー
で
相
手
を
倒
す
激
突
試
合

み
ん
な
み
に
開
け
る
高
処
の
わ
が
住
ま
い
時
に
潮
の
白
々
と
寄
る
~

~
＿
残
念
な
が
ら
見
な
か
っ
た
が
、
車
椅
子
を
倒
し
合
う
ほ
ど
の

海
の
見
え
る
高
台
に
住
む
作
者
、
海
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
~

一
迫
力
あ
る
試
合
展
開
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
三
句
の
助
詞
〈
で
〉

―
ょ
う
な
風
景
描
写
が
気
持
ち
良
い
。
~

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉
ご
を
〈
は
〉
に
し
て
。

ホ
ー
ス
持
つ
右
手
の
甲
を
蚊
は
刺
し
ぬ
燻
ら
す
線
香
嘲
笑
う
か
に
[

秋
の
蚊
は
し
つ
こ
い
。
蚊
取
線
香
も
作
者
を
守
っ
て
く
れ
な
一
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

L
ぃ
ら
し
い
。
結
句
は
抑
え
て
〈
気
に
せ
ぬ
ご
と
く
〉
＜
ら
い
で
二
修
験
者
の
走
り
た
る
と
う
尾
根
の
碑
の
苔
の
中
な
る
文
字
拾
い
読
む

[
l碑
の
文
字
の
丁
寧
な
描
写
が
良
い
。
書
か
れ
た
文
も
知
り
た
い
、

~
そ
れ
で
も
う
一
首
詠
ま
れ
て
は
。

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

結
界
の
箱
に
桃
の
実
ふ
く
よ
か
な
産
毛
の
ま
ま
の
色
香
た
だ
よ
う
i

一
、
選
者
詠

お
供
え
の
桃
を
、
色
香
と
詠
ん
だ
作
者
は
お
寺
に
は
官
能
的
i

す
ぎ
て
相
応
し
く
な
い
と
思
っ
た
の
か
。
し
か
し
こ
こ
で
は
．

〈
：
で
香
り
を
放
つ
〉
＜
ら
い
に
。
蓋
早
ね
着
を
す
る
日
の
つ
づ
く
秋
の
朝

~
木
々
き
は
や
か
に
稜
線
に
立
つ

□
い
ろ
淡
く
花
の
絵
を
描
く
喪
中
は
が
き

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

日
々
に
と
ど
け
り
秋
深
ま
り
て

海
近
き
村
の
花
壇
に
名
札
あ
り
マ
リ
ン
ゴ
ー
ル
ド
と
赤
く
大
き
く
i

花
壇
の
札
に
注
目
し
た
作
者
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ら
普
通
―

の
花
の
名
だ
が
、
海
に
近
い
村
だ
か
ら
か
マ
リ
ン
ゴ
ー
ル
ド
？
一

発
見
が
面
白
い
。

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ
~

さ
み
ど
り
の
風
船
か
づ
ら
茶
に
染
ま
り
カ
サ
コ
ソ
揺
れ
る
白
南
風
の
な
か
[

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
た
歌
。
白
南
風
は
九
州
で
は
八
月
、
i

風
船
か
づ
ら
も
種
を
つ
く
る
頃
だ
。
三
句
染
ま
り
は
〈
な
り
て
〉
[

で
は
い
か
が
。

宗
像
市
多
膿
早
川

腰
伸
ば
す
青
田
の
風
の
母
お
く
る

祥

ー
昇
‘
[
[

心
を
進
め
る
▼
表
千
家
猶
有
斎

若
宗
匠
の
御
奉
仕
に
よ
る
献
茶
祭

が
行
わ
れ
、
参
列
者
等
は
そ
の
作

法
一
っ
―
つ
に
魅
了
さ
れ
た
▼
そ
の

作
法
と
同
じ
く
、
神
職
に
も
祭
式

作
法
と
い
う
も
の
が
あ
り
神
前
に

て
非
礼
、
不
敬
が
な
い
よ
う
に
作

法
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
を
厳

修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
法
に
込

め
ら
れ
た
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
：
·

▼
若
宗
匠
の
神
前
に
お
け
る
作
法

を
目
の
前
で
見
て
、
も
っ
と
作
法
を

磨
き
あ
げ
、
一
意
専
心
で
日
々
奉

仕
を
し
て
い
か
ね
ば
・
・
・
と
決
意

し
た
献
茶
祭
で
し
た
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
＿

T
八
―
一
ー
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

つきなみ

1 日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

宗像護国神社月命日祭
午前11 時～ 総社祭、浦安舞奉奏

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

3日明治祭午前10時～
.................................................................. 

つきなみ

15日月次祭併七五三祭
午前10時～
総社祭・高宮祭、第二宮・第三宮祭

...................................................................... 

23日新嘗祭午前11 時～盟栄舞奉奏
............................................................. 




